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和⽂総説 18 加藤忠史 , ⽯郷岡純 , 宮島真理 , 渡部恵 , 藤森智宏 , 増⽥孝裕 , 樋⼝輝彦 , Vieta Eduard,  抑うつエピソードを伴う双極Ⅰ型障害患者に対するlurasidone単剤治療 : ラン
ダム化プラセボ対照⼆重盲検⽐較試験, 臨床精神薬理,2021; 24(4), 387-405
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和⽂総説 20 加藤忠史,Doctor Interview 双極性障害の原因解明により、仮説をよりどころとする精神医学の再スタートを⽬指す,精神科臨床legato,2021; 7(2), 114-117

和⽂総説 21 ⽯郷岡純 , 加藤忠史 , 宮島真理 , 渡部恵 , 増⽥孝裕 , 萩勝彦 , 樋⼝輝彦,Vieta Eduard, Lurasidoneの抑うつエピソードを伴う双極Ⅰ型障害患者に対する⻑期投与試験 :
28週間⾮盲検継続投与試験, 臨床精神薬理 ,2021; 24(10), 1049-1071

和⽂総説 22 加藤忠史 , ⽯郷岡純 , 宮島真理 , 渡部恵 , 嶋泰⼀ , Lurasidoneの双極Ⅰ型障害の抑うつエピソードの患者を対象とした第Ⅲ相試験(ELEVATE試験)の部分集団解析 : ⽇本の
実施医療機関で集積された被験者データの傾向,樋⼝輝彦, 臨床精神薬理 ,2021; 24(12), 1265-1275

和⽂総説 23 前嶋仁、【統合失調症と気分障害における認知機能障害への対処と治療】うつ病の経過と認知機能障害, 臨床精神医学,2021;50巻12号: 1347-1352

和⽂総説 24 河上緒, 池⽥ 研⼆,【⾼齢期「うつ」の難治性をめぐって;その背景と対応】Biologicalな観点から ⾼齢期うつの脳器質性要因, ⽼年精神医学雑誌,2021; 32(12) :1266-1272

和⽂総説 25 河上緒, 品川 俊⼀郎, 【精神疾患患者の⼈⽣全体を視野に⼊れた治療と⽀援】前頭側頭型認知症の⻑期的展望, 臨床精神医学,2021; 50(11) :1145-1151

和⽂総説 26 吉川茜,ルラシドン塩酸塩の基礎,薬理作⽤ (特集 ルラシドン塩酸塩の基礎と臨床), 精神科,2021;38(6):727-733
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和⽂著書 1 伊藤賢伸, & 鈴⽊利⼈. 産後うつと栄養. In はじめてとりくむ 妊娠期・授乳期の栄養ケア.　医⻭薬出版株式会社, 2021,　189–196

和⽂著書 2 藤野雄次（医学監修︓伊藤賢伸）. 精神・⼼理症状における薬剤. In リスクに備えて臨床に活かす　理学療法にすぐに役⽴つ薬の知識 . 医学書院,2021,285-293.

和⽂著書 3  伊藤賢伸. ４．術前の認知機能、精神症状の評価. In: 服部信孝, 下泰司, 梅村淳, editors. パーキンソン病のDBS. 中外医学社,2021, 23–5.

和⽂著書 4 ⼋⽥耕太郎,せん妄ハンドブック．中外医学社，2021
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特別講演・
招待講演 1 ⼋⽥耕太郎,統合失調症急性期薬物療法　エビデンスvs.現場感覚vs.リアルワールドエビデンス,第12回兵庫県総合病院精神医学会学術講演会,　Web開催，2021.9.11

特別講演・
招待講演 2 ⼋⽥耕太郎,メラトニンおよびオレキシン神経伝達調整を主軸に据えた不眠症診療－短期的なせん妄リスクとしての不眠症対策と中⻑期的なQOL維持の視点から,第75回⽇本⾷道学

会学術集会,東京，2021.9.23-24



特別講演・
招待講演 3 ⼋⽥耕太郎,精神科救急・急性期の薬物治療戦略　改訂版ガイドラインの⽅向性を踏まえて,第29回⽇本精神科救急学会学術総会, Virtual Congress, 2021.10.23-24

特別講演・
招待講演 4 ⼋⽥ 耕太郎,せん妄の病態と診断（S12.⼀般急性期病院における⾼齢者せん妄対策）,第63回⽇本⽼年医学会学術集会，Web開催，2021.6.11-13

特別講演・
招待講演 5 柴⽥展⼈,⾼齢者の精神疾患と⽪膚症状の訴え, 第11回　⽇本⽪膚科⼼⾝医学会, 　東京,2021.1.24

特別講演・
招待講演 6 柴⽥展⼈,職域での若年性認知症の気づき と不眠, 第28回⽇本産業精神保健学会  イブニングセミナー,　東京,　2021.11.21

特別講演・
招待講演 7 ⻄紋昌平,不眠症治療における薬物療法の位置付け,蕨⼾⽥市医師会講演会,蕨⼾⽥市医師会専⾨学校,2021.11.10

特別講演・
招待講演 8 ⾅井千恵, 慢性疼痛の脳機能画像と不眠治療の最新の話題, 第42回整形外科アップデートセミナー,　2021. 10.16

特別講演・
招待講演 9 ⾅井千恵,　ECTの可能性と不眠症治療戦略,　CNSセミナー　,　2021. 10.20

特別講演・
招待講演 10 前嶋仁,シンポジウム うつ病の認知機能障害と臨床　うつ病の認知機能障害 神経認知から社会認知まで,⽇本うつ病学会,パシフィコ横浜、2021.7.8

特別講演・
招待講演 11 前嶋仁,シンポジウム クエチアピンを再考する　うつ病に対するクエチアピンの有効性,⽇本臨床精神神経薬理学会,タワーホール船堀,2021.11.8

特別講演・
招待講演 12 河上緒, non-AD tauopathy:嗜銀顆粒性認知症と鑑別すべき疾患　神経原線維変化型⽼年期認知症の臨床病理, 第40回⽇本認知症学会学術集会, シンポジウム,東京国際

フォーラム, 2021.11.26-28
特別講演・
招待講演 13 加藤忠史、双極性障害への対処と治療.　第40回⽇本社会精神医学会. 2021.3.4-6.　オンライン

特別講演・
招待講演 14 加藤忠史, 双極性障害の抑うつエピソードにおける薬物療法　双極性障害委員会企画シンポジウム　「双極性障害の抑うつエピソードにおける診断・治療・回復」　第17回⽇本うつ病学

会総会　2021.1.25-31、Web開催

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 Kato T, Neuropsychopharmacology of bipolar disorder, Asian College of Neuropsychopharmcology, Lundbeck Science Award受賞, 2021.9.3

その他
（広報活動を含む）

2 勝⽥　成昌, 最新版 ICTのための新型コロナウイルスパーフェクトマニュアル 職業感染対策 2 職業感染対策 2)メンタルケア, Infection Control 2021年  

その他
（広報活動を含む）

3 勝⽥　成昌, 精神医学における最近の話題, 第354回順天堂医学会学術集会　⽇時︓2021.9.9（⼟）18:00-20:00

その他
（広報活動を含む）

4 Kotaro Hatta. Real-World Effectiveness of Antipsychotic Treatments in a Psychiatric Emergency Cohort of 1011 Patients with Schizophrenia. 7th
Congress of Asian College of Neuropsychopharmcology (AsCNP) 2021, Virtual Congress, October 22-23, 2021 Best Oral Presentation Award受賞

その他
（広報活動を含む）

5 ⼋⽥耕太郎．メラトニン・オレキシン神経伝達を視点にした時間薬理学的なせん妄予防と発症予測研究．科学研究費助成事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究(C)（⼀
般）20K07927

その他
（広報活動を含む）

6 ⼋⽥耕太郎．メラトニン・オレキシン神経伝達を視点にした時間薬理学的なせん妄予防と発症予測研究．科学研究費助成事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究(C)（⼀
般）20K07927



その他
（広報活動を含む）

7 布施 利穂, 古⽥ あずさ, ⾦森 由和, 宮川 晃⼀, 宮⽥ 真美⼦, 市川 朝也, ⽥島 裕⼦︓順天堂⼤学浦安病院における⼼理コンサルテーションリエゾン活動の⽴ち上げと成果，
総合病院精神医学 33 S-188, 2021

その他
（広報活動を含む）

8 布施 利穂, ⾦森 由和, 瀧 彩栄, 古⽥ あずさ, 中村 彩, ⽥島 裕⼦, 宮川 晃⼀, 宮⽥ 真美⼦, 市川 朝也, 澤村 智⼦︓順天堂⼤学浦安病院における⼼理師による周産期メンタ
ルケアチーム⽴ち上げとその成果，総合病院精神 33 S-188, 2021

その他
（広報活動を含む）

9 柴⽥展⼈,テレビ出演　アルツハイマー病の新薬「アデュカヌマブ」について（フジテレビ　Live News イット　︕）,2021.6.8

その他
（広報活動を含む）

10 柴⽥展⼈,新聞記事掲載　順天堂⼤学・（株）富⼠通共同研究　遠隔デイサービスの試みについて　（読売新聞　2021年3⽉29⽇　朝刊）

その他
（広報活動を含む）

11 柴⽥展⼈,新聞記事掲載　順天堂⼤学・（株）富⼠通共同研究　遠隔デイサービス 現場取材（読売新聞　2021年6⽉15⽇　朝刊）

その他
（広報活動を含む）

12 ⾅井千恵,きょうの健康,　線維筋痛症,　NHK出版,2021, 7⽉号, 62-65

その他
（広報活動を含む）

13 ⾅井千恵,きょうの健康に出演　線維筋痛症,　NHK,　2021.7.21, 8.11

その他
（広報活動を含む）

14 ⾅井千恵,スマートフォンアプリで慢性疼痛と上⼿に付き合う︕アンドロイド版をリリース︕ ,PRTIMES, 2021. 10.20

その他
（広報活動を含む）

15 河上 緒, 2021年度 国際学会発表賞（シンポジウム組織発表部⾨） ⽇本精神神経学会 (国際学会名︓Regional IPA/JPS Meeting, 発表演題名︓Diagnosis and
treatment of late-life depression: a consideration of age-related neurodegeneration)

その他
（広報活動を含む）

16 宮⽥真美⼦，寄稿『がん患者の疼痛、せん妄に対する精神科医のかかわり』臨床精神医学雑誌，2021.2

その他
（広報活動を含む）

17 吉川茜,⽇本⽣物学的精神医学会　評議員　就任 2021.7.14

その他
（広報活動を含む）

18
吉川茜, 久島周, 宮下光弘, 鈴⽊⼀浩, ⿃海和也, 堀内泰江, 川路英哉, 瀧澤俊也, 尾崎紀夫, ⽷川昌成, 新井誠, 「糖化ストレスを伴う統合失調症におけるIMMP2L遺伝⼦⽋
失
-臨床特徴と新規治療法開発の可能性」, 第117回⽇本精神神経学会学術総会,　精神神経学雑誌　投稿奨励賞, 2021.9

その他
（広報活動を含む）

19 吉川茜，⼤⽇本住友製薬株式会社主催　茶崖フォーラム 「ルラシドンの治療反応性を規定する遺伝学的指標の探索」, Bunkyo Academy of Science 2021, 2021.9.3

その他
（広報活動を含む）

20 内⽥由寛　⻑年の治療 ⼊院で⾒直す（読売新聞 医療ルネサンス 双極性障害<2>）　2021.12.7

その他
（広報活動を含む）

21 加藤忠史　そう状態 うつ病との違い（読売新聞 医療ルネサンス 双極性障害<6>）2021.12.14


